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編
　
集
　
後
　
記 

　
二
〇
〇
九
年
の
幕
開
け
を
皆
さ

ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か 

？ 　
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し

た
大
不
況
の
波
は
、
年
を
越
え
て

も
そ
の
勢
い
は
お
さ
ま
ら
ず
、
ま

す
ま
す
厳
し
い
現
実
ば
か
り
で
す

が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
、
戦
後
日
本

人
が
無
く
し
て
し
ま
っ
た
も
の
、

貧
し
く
て
も
支
え
あ
っ
て
生
き
て

い
た
頃
の
思
い
や
り
が
大
切
な
の

で
は
と
考
え
た
り
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
栄
養
士
、
看
護
師
の

皆
さ
ん
に
原
稿
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
先
行
き
不
透
明
な
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
前
向
き
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
後
と
も
平
戸
市
民
病
院
・
生

月
病
院
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

　かつては鳥のインフルエンザが直接ヒトに感染症を起こすこと はないと考え

られていました。しかし、1997年香港でインフルエンザウィルスA/H5N1亜型のヒト感染例が報告さ

れて以来、鳥のインフルエンザウィルスもヒトに重症感染症を引き起すことが認識されました。現時

点では、ヒトへの感染力は弱く、ヒトからヒトへの感染もまれですが、感染・発症した場合は重症肺

炎を起こし死亡率も高くなっています。 

　そして今注目されている理由は、近い将来ヒトへの強い感染力を獲得し、世界的な大流行を起こす

新型ウィルスに変異する可能性が高いからです。2004年1月の段階で鳥インフルエンザウィルスの累

積患者数が数名だったのが2008年9月10日の時点で、世界の累積感染者数387人、うち死亡245人(死

亡率63%)までに増加しています。若年層(10～19歳)の死亡率が高いことが知られています。 

 

　ノロウィルス感染症は、冬の感染症 の大きな疾患のひとつです。接触、空気、

食物で10～100個の生きたウィルスによ り感染してしまいます。主な症状は、吐き気、

下痢、腹痛、発熱などです。一般的には１～2日で治りますがまれに激しい下痢をすることがある

ので、油断は禁物です。このウィルスは、人間の体内で増えるので、糞便の中には多量に出てきま

す。症状が治まっても、１週間ぐらいは便にウィルスが排出されます。少ないウィルス量で感染を

起こし、60℃30分の熱処理でも安定で、症状が治まってもウィルスを排出するので、回りのヒト

に感染させる危険性があります。料理をつくる時は、よく手を洗って、中までしっかり火を通すこ

とが重要です。 

　ノロウィルスの検査は、保険適用にはなっていませんが、検査試薬が開発されており、病院でも

検査可能となっています。 
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生月病院外来診療医担当表 
（平成21年２月1日現在） 

診　療　科 月 

山下(新) 

田　中 

小　村 

宇　田 

 

小　村 

火 

山　下 

田中(新) 

小　村 

中　本 

 

田　中 

水 

山　下 

田　中 

小村(新) 

宇　田 

 

小　村 

木 

山　下 

田中(新) 

小　村 

中　本 

 

田　中 

金 

山　下 

田　中 

小村(新) 

宇　田 

 

小　村 

内　科 

外　　　科  

検　　　査  

午後外来担当  

（各担当医で対応） 

受付時間　午前８時15分から午前11時まで      
診察時間　午前８時30分から午後５時15分まで      
休　　診　土、日、祝祭日及び12月29日から１月３日      
★平日夜間、休診日の診察は当直医が診察します。      
★急患は時間外でも受付ます。     

［その他特診等］ 

第4週目の火曜日  

第1・3週目の木曜日 

毎月第2火曜日  

毎月第2木曜日  

毎月第2木曜日  

毎週木曜日  

3ヶ月1回(日曜日) 

・青洲会病院　　　　山崎院長    

・生月病院　　　　　中本医師 

・平戸市民病院　　　池田医療監    

・平戸市民病院　　　賀来副院長    

・伊万里市民病院　　松永医師    

・平戸市民病院　　　久賀医師    

・前田眼科(福岡)　　前田院長   

診　療　日（曜日）及　び　担　当　医　師　等 

泌尿器科 

血液内科 

循環器科 

  

眼　　科  

  

 

診療科 

 

年
頭
の
ご
挨
拶 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
戸
市
民
病
院
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押
　
淵
　
　
徹 

         

　
平
成
二
十
一
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆

様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
の
世
界
的
な
、
百
年
に
一
度
の
大
不
況
の

波
は
一
瞬
に
し
て
わ
が
国
に
も
押
し
寄
せ
重
苦
し

い
空
気
の
中
で
年
明
け
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
ご
時
世
で
は
必
ず｢

景
気
回
復
こ
そ
最
優
先

課
題
で
あ
る｣

と
の
掛
け
声
が
幅
を
利
か
せ
社
会

保
障
や
健
康
の
課
題
は
隅
っ
こ
に
追
い
や
ら
れ
、

経
済
優
先
に
眼
が
奪
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
ど

ん
な
時
で
も
健
康
な
心
身
が
有
っ
て
初
め
て
経
済

活
動
も
成
り
立
つ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

平
戸
市
民
病
院
は
市
民
生
活
の
基
礎
を
な
す
健
康

作
り
事
業
の
先
頭
に
た
っ
て
運
営
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
健
康
に
不
安
を
お
持
ち
の
方
々
、
病
気
で
市
民

生
活
に
支
障
を
来
た
し
て
お
ら
れ
る
方
々
、
障
害

を
抱
え
て
社
会
生
活
、
家
庭
生
活
を
満
足
で
き
な

い
方
々
、
ど
う
か
私
た
ち
と
共
に
こ
れ
ら
の
課
題

克
服
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

　
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
特
定
健
診
」
は
こ
れ

ま
で
の
基
本
健
康
診
査
を
初
め
と
す
る
諸
健
康
診

断
の
目
的
で
あ
る｢

病
気
の
早
期
発
見｣

よ
り
も
、

も
う
一
つ
前
段
階
の｢

保
健
指
導
を
受
け
る
必
要

の
あ
る
方
々｣

を
拾
い
出
す
健
診
で
す
。
病
気
の

入
口
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
段
階
の
方
々
＝
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群(
肥
満
に
あ
る
条
件
が
加
わ
る
と

生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
状
態
を
さ
す

用
語)

を
見
つ
け
出
そ
う
と
す
る
健
診
で
し
た
。
平

戸
市
民
病
院
は
併
設
す
る
平
戸
市
保
健
セ
ン
タ
ー

｢

サ
ン
ケ
ア
平
戸｣

と
共
同
で
平
戸
市
医
師
会
の
協

力
を
得
て
こ
の
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
平
戸
市
全
体
の
受
診
率
は
三
十
％
前
後

で
目
標
値
の
四
十
％
に
は
届
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

初
年
度
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
事
業
が
従
来
の
健
診

に
比
べ
て
簡
素
化
さ
れ
市
民
の
皆
様
の
基
本
健
康

診
査
で
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
健
診
へ
の
期
待
か

ら
は
低
水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
物
足
り
な
さ
を
感

じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
四
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未

満
の
方
々
を
対
象
と
し
て
い
て
健
診
受
診
行
動
の

模
範
を
示
し
て
こ
ら
れ
た
七
十
五
歳
以
上
の
方
々

の
牽
引
力
が
発
揮
で
き
な
か
っ
た
こ
と
等
の
要
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
低
調
で
あ
っ
た
要
因
を
さ
ら

に
精
査
し
次
年
度
か
ら
の
事
業
の
改
善
に
役
立
て

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
何
時
の
時
代
も
、
ど
の
よ
う
な
時
勢
で
も
健
康

で
あ
る
こ
と
が
社
会
活
動
の
基
礎
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
今
年
も
市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
先
頭

に
立
っ
て
病
院
運
営
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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平戸市民病院外来診療担当医師 

*「新・急患」担当は午後も外来診療いたします。 

*第１･２･３水曜午後　山下生月病院長 大腸ファイバー（ＣＦ） 

●受付時間：午前の受付は午前11時までにお願いします（午後の診察は午後２時からです。）。       

●急患はいつでも受け付けます。     　　　　　　　　　　　     【平戸市民病院】 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　0950-28-1113      

診　療　科 担当医師 

久　　賀 

月 

診　察 

火 

診　察 

水 

診　察 

木 

診　察 

金 

診　察 眼　　科  

診　療　科 担当医師 

小　　林 

派遣医師 

月 

診　察 

火 

（病棟） 

診　察 
(長崎労災病院)

水 

（病棟） 

診　察 
(折出大島診療所長)

木 

診　察 

金 

診　察 
整形外科  

内視鏡 
包　交 

内視鏡 
包　交 

新・急患新・急患 新・急患 

新・急患新・急患 新・急患 

診　療　科 担当医師 

池　　田 

賀　　来 

飯　　野 

戸　　川 

中　　桶 

武　　岡 
(長崎大学) 

岡 

月 

診　察 

(病棟) 

診　察 

診　察 

(病棟) 

(病棟)

火 

診　察 

診　察 

診　察 

(病棟) 

 

(病棟)

水 

(病棟) 

診　察 

(病棟) 

診　察 

 

 

(病棟)

木 

診　察 

診　察 

 

診　察 

(病棟) 

(病棟) 

(病棟) 

 

 

金 

(病棟) 

(病棟) 

診　察 

診　察 

 

 

(病棟) 

 

 

 

内　　　科 新・急患新・急患 新・急患 

新・急患新・急患 新・急患 

新・急患新・急患 新・急患 

新・急患新・急患 新・急患 

診　療　科 担当医師 

押　　淵 

西　　谷 

西谷（午後） 

月 

診　察 

内視鏡 

手術又は検査(CF)

火 

診　察 

内視鏡 

手術又は検査(CF)

水 

内視鏡 

診　察 

（病棟） 

木 

診　察 

内視鏡 

手術又は検査(CF)

金 

（病棟） 

診　察 

診　察 
（包　交） 

外　　　科 

（平成21年２月１日現在） 

〔都合により変更する場合があります。〕 

医事 

田中　理菜子 

 
たなか 　 りなこ 

薬局 

川渕　康子  

 
かわぶち　やすこ 

年
頭
挨
拶 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
戸
市
立
生
月
病
院
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
下
　
雅
　
巳 

         

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

大
不
況
の
真
っ
最
中
で
あ
り
ま
す
が
、
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
困
難
な
状
況
を
乗

り
切
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。 

　
医
療
や
福
祉
、
保
健
を
取
り
巻
く
状
況
も
厳
し
さ

は
相
変
わ
ら
ず
で
、
一
層
の
経
営
努
力
を
求
め
ら
れ
、

平
戸
市
の
二
つ
の
公
立
病
院
は
経
営
形
態
の
変
更
、

再
編
の
具
体
化
を
も
求
め
ら
れ
る
年
に
な
り
そ
う
で

す
。 

　
両
病
院
は
、
こ
れ
ま
で
、
医
療
、
福
祉
、
保
健
の

連
携
に
基
づ
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
医
療
資
源
の
乏
し
い
二
つ
の
僻
地
に
あ
っ
て

は
、
必
要
に
迫
ら
れ
た
戦
略
で
あ
っ
た
し
、
こ
れ
か

ら
も
継
続
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
改
革
の
痛
み
は
、
ど
ち
ら
か
が
、
ど
ち
ら
か
に
押

し
付
け
る
の
で
は
無
く
、
と
も
に
分
か
ち
合
い
な
が

ら
、
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
何
れ
に
し
て
も
、
地
域
住
民
の
需
要
が
あ
る
限
り
、

必
要
な
医
療
資
源
は
確
保
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
皆
様
の
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

    

　
十
二
月
一
日
か
ら
平
戸
市
民
病
院
医
事
窓
口
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
慣
れ
ず
に
皆
様
に
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

早
く
皆
様
の
名
前
を
覚
え
て
、
笑
顔
よ
く
対
応
で
き

る
様
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

    

　 　
今
年
は
年
女
で
す
。
紐
差
に
住
ん
で
い
ま
す
。 

　
一
月
五
日
か
ら
平
戸
市
民
病
院
の
薬
局
で
勤
務
し

て
い
ま
す
。
薬
局
助
手
は
大
変
な
仕
事
で
す
の
で
一

日
も
早
く
慣
れ
て
少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
お
役
に
立

ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

新
人
紹
介 
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21年度糖尿病教室年間予定 第３回糖尿病教室開催 

  
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
四
月
よ
り
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
、

始
ま
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
健
康
は
維
持
で
き
て

い
ま
す
か
？ 

　
さ
て
、
今
回
は
食
事
を
す
る
上
で
気
に
な
る
油
、

脂
肪
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　
脂
肪
摂
取
の
考
え
方 

　
脂
肪
は
植
物
性
の
脂
肪
と
動
物
性
の
脂
肪
に
大 

き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な

違
い
は
植
物
性
脂
肪
に
は
不
飽
和
脂
肪
酸
が
含
ま

れ
て
お
り
、
動
物
性
脂
肪
に
は
飽
和
脂
肪
酸
で
あ

る
こ
と
で
す
。
飽
和
脂
肪
酸
と
不
飽
和
脂
肪
酸
の

カ
ロ
リ
ー
は
同
じ
で
す
が
、
不
飽
和
脂
肪
酸
は
動

脈
硬
化
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
不
飽

和
脂
肪
酸
は
酸
化
し
や
す
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、
動
物
性
脂
肪
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
細
胞
膜
、

性
ホ
ル
モ
ン
の
材
料
、
胆
汁
の
原
料
に
な
る
大
切

な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
口
か
ら
入
っ
て

こ
な
い
場
合
は
、
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
完

全
な
菜
食
主
義
者
で
は
、
た
ま
に
は
肉
や
卵
な
ど

の
動
物
性
食
品
を
た
べ
な
い
と
細
胞
膜
が
形
成
さ

れ
ず
に
脳
出
血
に
な
る
人
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
し
か
し
、
多
す
ぎ
る
と
太
っ
た
り
し
て
動
脈
硬

化
な
ど
の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
植
物
性
脂

肪
と
動
物
性
脂
肪
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
取
す
る
と

い
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。
※
魚
由
来
の
脂
肪
は
動

物
性
脂
肪
で
は
あ
り
ま
す
が
、
不
飽
和
脂
肪
酸
を

多
く
含
む
と
い
う
こ
と
で
、
成
分
的
に
は
植
物
性

脂
肪
に
相
当
し
ま
す
。 

 

　
脂
肪
の
見
分
け
方 

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
改
善
の
重
要
な
ポ
イ
ン 

ト （
飽
和
脂
肪
酸
）
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
と
固
ま
る
油 

脂
肪
の
多
い
肉
、
ベ
ー
コ
ン
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ロ
ー
ス
ハ
ム
、

チ
ー
ズ
、
バ
タ
ー
、
油
で
揚
げ

た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
、
ク
ッ
キ
ー
、
ケ
ー
キ
、

ド
ー
ナ
ッ
ツ
等 

（
不
飽
和
脂
肪
酸
） 

　
　
　
　
　 

冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
固
ま
ら
な
い
油 

大
豆
油
、
菜
種
油
、
ご
ま
油
、

豆
腐
、
味
噌
、
油
揚
げ
、
厚
揚

げ
、
魚
介
類
、
魚
の
卵 

   

　
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
上
げ
る
食
品
は
、
動

物
性
油
脂
（
牛
、
豚
の
脂
身
）
、
乳
脂
肪
、
乳
脂
肪

の
多
い
洋
菓
子
、
鶏
卵
な
ど
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。 

血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
食
品
と
し
て
、

魚
介
類
、
大
豆
製
品
、
サ
ラ
ダ
油
、
野
菜
、
海
藻

が
含
ま
れ
ま
す
。
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
あ
ま

り
か
え
な
い
食
品
は
魚
卵
、
う
な
ぎ
、
い
か
、
た

こ
、
し
し
ゃ
も
、
貝
な
ど
の
魚
介
類
、
和
菓
子
、

低
脂
肪
牛
乳
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。 

　
以
上
の
こ
と
を
是
非
参
考
に
し
、
こ
れ
か
ら
の

食
生
活
に
活
か
し
て
い
た
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

気
に
な
る
油
・
脂
肪
つ
い
て 

　平成20年12月12日　第3回の糖尿病教室を開

催しました。今回は調理実習です。 

　男性7名、女性11名の18名の参加でした。メ

ニューはひじきの炊き込みご飯、ロールキャベツ、

切り干し大根の三杯酢、のっぺい汁の4品です。 

　みなさんより、「自分で作った物が美味しか

った」「何もいうことない、良かった」と好評

でした。素材の味を活かし少ない調味料で体も

心も健康です。 

　糖尿病患者様を対象に行っていますが、生活

習慣病に興味のある方なども是非ご参加ください。 

　次回第4回目は2月の予定です。 

　お問合せは平戸市民病院 

　　　　　　　　外科外来　28-1113まで 

第１回　平成21年６月 

　糖尿病、運動・食事・薬物療法について 

　保健事業について 

第２回　平成21年10月 

　メタボリック症候群について 

　食事療法について 

第３回　平成21年12月 

　調理実習、試食会 

第４回　平成22年２月 

　糖尿病網膜症について、体験コーナ 

以上年4回開催を予定しています。 

 

 

第３回糖尿病教室開催 21年度糖尿病教室年間予定 

恒例のクリスマス会が12月16日開催されました。 

今回もバイオリン、ギター、ハーモニカの演奏、中津良保育園の園児よる舞踊、大塚ヘルシーさ

んのダンス、最後には患者様へファインドールのクリスマスプレゼントもあり、大いに盛り上が

りました。 

クリスマス会開催（平戸市民病院） 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
上
げ
る
食
品
・ 

下
げ
る
食
品 

平
戸
市
民
病
院 

　
管
理
栄
養
士
　
久

家

浩

子 

（９）　市立病院広報 　 市立病院広報　（４） 



 

 

 

   

　
出
前
講
座
も
三
十
回
を
超
え
、
診
療
圏
域
の
各
行

政
区
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
嘱
託
員
の
皆
様
を
は
じ
め
各
地
区
の
皆
様

に
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
か
ら
は
、
新
た
な
気
持
ち
で
各
地

区
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
好
評
（
？
）
の
寸
劇
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
「
糖
尿
病
」

と
三
パ
タ
ー
ン
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
開
催
を

希
望
さ
れ
る
地
区
の
方
は
遠
慮
な
く
お
申
出
く
だ
さ

い
。 

　
今
号
も
講
座
の
中
で
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご 

意
見
や
相
談
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

             

■
ど
う
し
て
小
児
科
が
な
く
な
っ
た
の
か
、
ま
た
、

　
小
児
科
が
な
く
な
っ
て
も
診
察
し
て
も
ら
え
る
の

　
か 

　
地
域
の
小
児
医
療
を
守
る
た
め
に
は
不
採
算
に
な 

っ
て
も
小
児
科
を
設
置
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考 

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
的
な
小
児
科
医
の
不 

足
は
長
崎
大
学
で
も
例
外
で
は
な
く
、
医
師
不
足
か

ら
大
学
側
も
医
師
の
派
遣
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
が

大
き
な
要
因
で
す
。
今
後
も
小
児
科
医
の
確
保
に
は

大
学
と
連
携
し
な
が
ら
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
当
面
の
間
は
内
科
・
外
科
な
ど
で
対
応
し
、 

必
要
に
応
じ
て
小
児
科
の
専
門
病
院
へ
の
転
院
な
ど 

の
対
応
に
な
り
ま
す
。 

 

■
定
期
的
に
病
院
の
診
察
を
受
け
て
い
る
が
特
定
健 

　
診
を
受
け
た
方
が
い
い
で
す
か 

　
特
定
健
診
は
検
査
項
目
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
す

べ
て
の
検
査
を
実
施
し
て
い
な
け
れ
ば
特
定
健
康
診

査
受
診
者
と
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
。
外
来
通
院
さ
れ
て

い
て
、
全
項
目
の
検
査
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、

そ
の
結
果
を
提
出
い
た
だ
く
こ
と
で
特
定
健
診
受
診

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

■
市
民
病
院
の
二
階
（
一
般
病
棟
）
と
三
階
（
療
養

　
病
棟
）
の
入
院
費
の
違
い
は
。
看
護
補
助
者
が
多

　
い
の
で
は
。 

　
市
民
病
院
の
一
般
病
棟
（
二
階
）
は
急
性
期
の
患

者
の
方
で
治
療
の
必
要
性
が
高
い
方
が
中
心
に
入
院

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
療
養
病
棟
は
慢
性
期
の
患

者
の
方
が
中
心
で
比
較
的
に
治
療
の
必
要
性
が
低
く

在
宅
で
の
治
療
を
目
標
に
し
た
方
が
療
養
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
診
療
報
酬
基
準
も
異
な
っ
て
お
り

療
養
病
棟
の
治
療
費
に
は
生
活
に
準
じ
た
食
費
、
電

気
代
等
を
含
ん
で
い
る
た
め
一
般
病
棟
と
比
較
し
て

自
己
負
担
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
（
詳
し
く
は
窓

口
で
お
尋
ね
下
さ
い
）
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
違
い
か

ら
看
護
内
容
も
異
な
る
た
め
療
養
病
棟
で
は
看
護
補

助
を
行
う
職
員
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
っ
て
違
い
は
何
で
す
か 

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医
薬
品
の
特
許

満
了
後
に
、
有
効
成
分
、
分
量
、
用
法
、
用
量
、
効

能
及
び
効
果
が
同
じ
医
薬
品
と
し
て
新
た
に
申
請
さ

れ
、
製
造
・
販
売
さ
れ
る
の
で
、
品
質
的
な
ち
が
い

は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
価
格
も
平
均

す
る
と
先
発
医
薬
品
の
約
半
額
に
抑
え
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
子
ど
も
の
と
き 

　
か
ら
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
か
、
ま

　
た
、
遺
伝
し
ま
す
か 

　
遺
伝
が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
同
じ
も
の
を 

食
べ
て
い
る
食
生
活
に
起
因
す
る
こ
と
が
多
い
と
思 

わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と

は
大
事
で
す
が
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
す
る
場
合
も
極
端
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
は
避
け
、
運
動
を
行
い
な
が
ら
ダ
イ
エ

ッ
ト
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

出
前
講
座
通
信  

〜
そ
の
３ 

      

　
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
を
ご
存
知
で
す
か
？
　 

　
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
と
は
植
物
が
紫
外
線
や
虫
な
ど

か
ら
自
ら
を
守
る
た
め
に
作
り
出
し
た
物
質
で
す
。

植
物
が
育
つ
に
は
光
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
光
に
含

ま
れ
る
紫
外
線
は
、
人
と
同
じ
く
植
物
に
対
し
て
も

悪
影
響
を
及
ぼ
し
組
織
の
細
胞
を
破
壊
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
植
物
は
紫
外
線
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
チ
カ
ラ
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
チ
カ
ラ

の
ひ
と
つ
が
抗
酸
化
物
質
〝
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
〞
で

す
。
人
間
も
そ
れ
を
摂
取
す
る
こ
と
で
活
性
酸
素
か

ら
体
を
ガ
ー
ド
し
て
く
れ
る
強
い
抗
酸
化
作
用
を
得

ら
れ
ま
す
。 

 

　
野
菜
の
力
で
サ
ビ
な
い
体
を
つ
く
る
　 

　
紫
外
線
な
ど
が
原
因
で
発
生
す
る
活
性
酸
素
は
、

肌
や
血
管
な
ど
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
の
細
胞
を
酸

化
さ
せ
、
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
細
胞

の
老
化
を
進
行
さ
せ
カ
ラ
ダ
本
来
の
機
能
を
損
な
わ

せ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
こ
で
体
内
で
増
え
す
ぎ
て

し
ま
っ
た
活
性
酸
素
を
減
ら
す
た
め
に
活
躍
す
る
の

が
、
野
菜
の
も
つ
抗
酸
化
物
質
〝
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
〞

で
す
。
野
菜
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
野
菜
自
身

が
生
み
出
し
た
チ
カ
ラ
を
摂
り
い
れ
る
と
い
う
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
野
菜
の
チ
カ
ラ
を
知
れ
ば
、
「
食
べ
な

く
ち
ゃ
！
」
か
ら
、
「
野
菜
の
チ
カ
ラ
を
私
の
カ
ラ

ダ
に
…
」
と
、
野
菜
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
っ
て
き

ま
せ
ん
か
？ 

 

　
５
つ
の
カ
ラ
ー
で
抗

酸
化
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
　 

　
抗
酸
化
物
質
に
は
た
く
さ

ん
の
種
類
が
あ
り
、
活
性
酸

素
と
の
相
性
や
、
カ
ラ
ダ
の

中
で
の
働
き
方
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
こ
れ
ら
多
く
の
種
類

の
抗
酸
化
物
質
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
摂
取
す
る
た
め
に
、
野

菜
の
色
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

β-

カ
ロ
テ
ン
は
オ
レ
ン
ジ
や

黄
色
、
リ
コ
ピ
ン
は
赤
色
、

最
近
、
話
題
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
で
あ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
紫
色
と
い
っ
た
具
合

に
、
そ
の
色
に
よ
っ
て
大
ま
か
に
見
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
「
色
と
り
ど
り
の
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
こ
う
い
っ
た
理
由

が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
彩
り
よ
く
多
く

の
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
も
ま
と
め
て
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

野
菜
の
チ
カ
ラ
を
し
っ
か
り
カ
ラ
ダ
の
チ
カ
ラ
に
変

え
る
一
番
の
方
法
に
な
り
ま
す
。 

 

　昨年夏に開催した出前講座では、市 

民病院で合宿中の医大生にも参加して 

いただき、有意義な講座となりました。 

　
　
　
　
　 

平
戸
市
立
生
月
病
院 

　
　
　
　
　
　 

管
理
栄
養
士
　
田
川
麻
沙
美 

野
菜
に
秘
め
ら
れ
た
抗
酸
化
作
用 

（５）　市立病院広報 　 市立病院広報　（８） 

 



     

　
五
大
栄
養
素
（
炭
水
化
物
・
た
ん
ぱ
く
質
・
脂

肪
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
ビ
タ
ミ
ン
）
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
微
量
元
素
（
鉄
・
亜
鉛
・
銅
・
そ
の

他
）
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
気
に
か
け
て
い
な
い
方

が
多
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　
近
年
、
食
品
の
偏
り
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
に
よ

り
、
特
に
動
物
性
食
品
や
穀
物
に
多
い
亜
鉛
な
ど

の
欠
乏
状
態
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
微
量
元
素
が

不
足
す
る
と
、
生
活
習
慣
病
関
連
疾
患
、
た
と
え

ば
糖
尿
病
や
老
化
、
免
疫
な
ど
に
影
響
が
あ
り
ま

す
。 

　
亜
鉛
は
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
の
ひ
と
つ
で
、
た
ん
ぱ

く
質
の
合
成
に
か
か
わ
る
酵
素
な
ど
二
百
種
類
以

上
の
酵
素
の
構
成
成
分
と
し
て
重
要
で
す
。
特
に

肉
類
、
魚
類
、
穀
物
に
多
く
含
ま
れ
、
生
カ
キ
、

レ
バ
ー
、
卵
黄
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
食
物
で
す
。

一
日
に
必
要
な
量
の
平
均
は
、
男
性
が
八
mg
、
女

性
が
六
mg
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
野
菜
や
果

物
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
一
緒
に
摂
る
と
吸

収
が
よ
く
な
り
ま
す
。 

　
当
院
で
血
清
亜
鉛
値
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
集
計

し
た
結
果
、
全
体
的
に
見
て
基
準
値
以
下
を
示
し
、

亜
鉛
不
足
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
亜
鉛

が
不
足
す
る
と
味
覚
障
害
、
食
欲
不
振
・
減
退
、

貧
血
、
創
傷
治
癒
遅
延
、
免
疫
機
能
低
下
な
ど
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
普
通
に
食
事
を
し
て
い
れ
ば
不
足
す
る
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
品
を
加
工
す
る
過
程
で
失
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
フ
ァ

ー
ス
ト
フ
ー
ド
に
偏
っ
た
食
生
活
、
極
端
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
し
て
い
る
と
不
足
し
が
ち
で
す
。
亜
鉛

や
鉄
分
の
多
い
食
品
を
中
心
に
一
日
三
回
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
取
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。 
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食
生
活
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見
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し
て
み
ま
せ
ん
か
？

食
生
活
を
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直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

予
防
と
改
善
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平
戸
市
立
生
月
病
院 

　
　
　
　
　
　
　
　
看
護
部
　
石
橋
真
由
美 

  

　
高
齢
者
の
皮
膚
は
食
生
活
や
季
節
な
ど
の
環
境

に
よ
っ
て
水
分
保
持
機
能
が
低
下
し
乾
燥
が
生
じ

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
ザ
ラ
ザ

ラ
　
カ
サ
カ
サ
の
状
態
が
手
足
な
ど
の
皮
膚
に
現

れ
、
特
に
す
ね
の
部
分
が
ひ
ど
く
な
り
や
す
い
傾

向
が
あ
る
そ
う
で
す
。
か
ゆ
み
を
伴
う
場
合
も
あ

り
、
空
気
が
乾
燥
し
は
じ
め
る
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
私
達
も
ド
ラ
イ
ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て

検
討
し
た
結
果
、
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
に
使
わ
れ
て

い
る
保
湿
成
分
グ
リ
セ
リ
ン
に
着
目
し
高
齢
者
の

ド
ラ
イ
ス
キ
ン
予
防
に
有
効
で
あ
る
か
を
検
討
し

ま
し
た
。 

　
入
浴
や
身
体
を
拭
い
た
後
の
皮
膚
が
潤
っ
た
状

態
の
二
十
分
以
内
に
グ
リ
セ
リ
ン
水
を
付
け
て
い

っ
た
結
果
、
水
分
量
は
理
想
値
へ
と
上
昇
し
、
外

観
的
に
も
皮
膚
の
乾
燥
状
態
が
改
善
さ
れ
か
ゆ
み

な
ど
の
症
状
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
処
置
を
中
断

す
る
と
、
水
分
量
の
低
下
が
見
ら
れ
、
再
開
始
す

る
と
上
昇
す
る
と
い
う
結
果
が
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

皮
膚
が
ポ
ロ
ポ
ロ
落
ち
る
様
な
強
い
皮
膚
乾
燥
状

態
の
方
の
改
善
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
事
か
ら
も
保
湿
剤
な
ど
に
よ
る
日
頃
か
ら
の

ス
キ
ン
ケ
ア
を
早
め
に
心
が
け
る
事
が
大
切
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。 

                

　
　  

①
　
入
浴
の
し
す
ぎ
や
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
い
は
や
め
ま

　
　
し
ょ
う
。 

②
　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
規
則
正
し
い
生
活

　
　
が
大
切
で
す
。 

③
　
か
ゆ
い
時
に
か
き
む
し
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

　
　
し
ょ
う
。 

④
　
保
湿
剤
な
ど
に
よ
る
ス
キ
ン
ケ
ア
に
心
が
け

　
　
ま
し
ょ
う
。 

⑤
　
電
気
毛
布
・
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
長
時
間
使
用

　
　
す
る
と
皮
膚
の
乾
燥
を
強
く
し
ま
す
。 

⑥
　
か
ゆ
み
を
起
こ
す
よ
う
な
化
繊
や
、
ウ
ー
ル

　
　
な
ど
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
木
綿
な
ど
刺
激

　
　
の
少
な
い
も
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

 

　
ド
ラ
イ
ス
キ
ン
が
ひ
ど
く
な
る
冬
場
は
、
以
上

の
事
に
心
が
け
て
生
活
の
質
を
保
っ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。 
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ラ
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乾
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検
討 
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は
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し
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。
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、
魚
類
、
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に
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く
含
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れ
、
生
カ
キ
、

レ
バ
ー
、
卵
黄
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
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物
で
す
。

一
日
に
必
要
な
量
の
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均
は
、
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が
八
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が
六
mg
と
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、
野
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や
果
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に
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ビ
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ミ
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と
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と
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ま
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当
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で
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清
亜
鉛
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に
つ
い
て
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ー
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を
集
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し
た
結
果
、
全
体
的
に
見
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基
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値
以
下
を
示
し
、

亜
鉛
不
足
が
多
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こ
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が
分
か
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ま
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た
。
亜
鉛

が
不
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す
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と
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障
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、
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不
振
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退
、

貧
血
、
創
傷
治
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遅
延
、
免
疫
機
能
低
下
な
ど
を

引
き
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こ
し
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し
ま
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ま
す
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普
通
に
食
事
を
し
て
い
れ
ば
不
足
す
る
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
品
を
加
工
す
る
過
程
で
失
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れ
る
こ
と
が
多
く
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イ
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食
品
や
フ
ァ

ー
ス
ト
フ
ー
ド
に
偏
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食
生
活
、
極
端
な
ダ
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と
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し
が
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で
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。
亜
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や
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分
の
多
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品
を
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心
に
一
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三
回
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
取
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よ
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に
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が
け
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、
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か
ら
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こ
で
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結
果
、
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入
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や
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体
を
拭
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後
の
皮
膚
が
潤
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た
状
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の
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十
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以
内
に
グ
リ
セ
リ
ン
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を
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結
果
、
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的
に
も
皮
膚
の
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燥
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さ
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か
ゆ
み

な
ど
の
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が
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ま
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。
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を
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す
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、
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が
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ら
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、
再
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と
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が
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膚
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の
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で
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で
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も
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湿
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は
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を
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出
前
講
座
も
三
十
回
を
超
え
、
診
療
圏
域
の
各
行

政
区
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
嘱
託
員
の
皆
様
を
は
じ
め
各
地
区
の
皆
様

に
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
か
ら
は
、
新
た
な
気
持
ち
で
各
地

区
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
好
評
（
？
）
の
寸
劇
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
「
糖
尿
病
」

と
三
パ
タ
ー
ン
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
開
催
を

希
望
さ
れ
る
地
区
の
方
は
遠
慮
な
く
お
申
出
く
だ
さ

い
。 

　
今
号
も
講
座
の
中
で
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご 

意
見
や
相
談
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

             

■
ど
う
し
て
小
児
科
が
な
く
な
っ
た
の
か
、
ま
た
、

　
小
児
科
が
な
く
な
っ
て
も
診
察
し
て
も
ら
え
る
の

　
か 

　
地
域
の
小
児
医
療
を
守
る
た
め
に
は
不
採
算
に
な 

っ
て
も
小
児
科
を
設
置
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考 

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
的
な
小
児
科
医
の
不 

足
は
長
崎
大
学
で
も
例
外
で
は
な
く
、
医
師
不
足
か

ら
大
学
側
も
医
師
の
派
遣
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
が

大
き
な
要
因
で
す
。
今
後
も
小
児
科
医
の
確
保
に
は

大
学
と
連
携
し
な
が
ら
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
当
面
の
間
は
内
科
・
外
科
な
ど
で
対
応
し
、 

必
要
に
応
じ
て
小
児
科
の
専
門
病
院
へ
の
転
院
な
ど 

の
対
応
に
な
り
ま
す
。 

 

■
定
期
的
に
病
院
の
診
察
を
受
け
て
い
る
が
特
定
健 

　
診
を
受
け
た
方
が
い
い
で
す
か 

　
特
定
健
診
は
検
査
項
目
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
す

べ
て
の
検
査
を
実
施
し
て
い
な
け
れ
ば
特
定
健
康
診

査
受
診
者
と
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
。
外
来
通
院
さ
れ
て

い
て
、
全
項
目
の
検
査
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、

そ
の
結
果
を
提
出
い
た
だ
く
こ
と
で
特
定
健
診
受
診

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

■
市
民
病
院
の
二
階
（
一
般
病
棟
）
と
三
階
（
療
養

　
病
棟
）
の
入
院
費
の
違
い
は
。
看
護
補
助
者
が
多

　
い
の
で
は
。 

　
市
民
病
院
の
一
般
病
棟
（
二
階
）
は
急
性
期
の
患

者
の
方
で
治
療
の
必
要
性
が
高
い
方
が
中
心
に
入
院

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
療
養
病
棟
は
慢
性
期
の
患

者
の
方
が
中
心
で
比
較
的
に
治
療
の
必
要
性
が
低
く

在
宅
で
の
治
療
を
目
標
に
し
た
方
が
療
養
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
診
療
報
酬
基
準
も
異
な
っ
て
お
り

療
養
病
棟
の
治
療
費
に
は
生
活
に
準
じ
た
食
費
、
電

気
代
等
を
含
ん
で
い
る
た
め
一
般
病
棟
と
比
較
し
て

自
己
負
担
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
（
詳
し
く
は
窓

口
で
お
尋
ね
下
さ
い
）
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
違
い
か

ら
看
護
内
容
も
異
な
る
た
め
療
養
病
棟
で
は
看
護
補

助
を
行
う
職
員
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
っ
て
違
い
は
何
で
す
か 

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医
薬
品
の
特
許

満
了
後
に
、
有
効
成
分
、
分
量
、
用
法
、
用
量
、
効

能
及
び
効
果
が
同
じ
医
薬
品
と
し
て
新
た
に
申
請
さ

れ
、
製
造
・
販
売
さ
れ
る
の
で
、
品
質
的
な
ち
が
い

は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
価
格
も
平
均

す
る
と
先
発
医
薬
品
の
約
半
額
に
抑
え
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
子
ど
も
の
と
き 

　
か
ら
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
か
、
ま

　
た
、
遺
伝
し
ま
す
か 

　
遺
伝
が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
同
じ
も
の
を 

食
べ
て
い
る
食
生
活
に
起
因
す
る
こ
と
が
多
い
と
思 

わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と

は
大
事
で
す
が
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
す
る
場
合
も
極
端
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
は
避
け
、
運
動
を
行
い
な
が
ら
ダ
イ
エ

ッ
ト
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

出
前
講
座
通
信  

〜
そ
の
３ 

      

　
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
を
ご
存
知
で
す
か
？
　 

　
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
と
は
植
物
が
紫
外
線
や
虫
な
ど

か
ら
自
ら
を
守
る
た
め
に
作
り
出
し
た
物
質
で
す
。

植
物
が
育
つ
に
は
光
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
光
に
含

ま
れ
る
紫
外
線
は
、
人
と
同
じ
く
植
物
に
対
し
て
も

悪
影
響
を
及
ぼ
し
組
織
の
細
胞
を
破
壊
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
植
物
は
紫
外
線
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
チ
カ
ラ
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
チ
カ
ラ

の
ひ
と
つ
が
抗
酸
化
物
質
〝
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
〞
で

す
。
人
間
も
そ
れ
を
摂
取
す
る
こ
と
で
活
性
酸
素
か

ら
体
を
ガ
ー
ド
し
て
く
れ
る
強
い
抗
酸
化
作
用
を
得

ら
れ
ま
す
。 

 

　
野
菜
の
力
で
サ
ビ
な
い
体
を
つ
く
る
　 

　
紫
外
線
な
ど
が
原
因
で
発
生
す
る
活
性
酸
素
は
、

肌
や
血
管
な
ど
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
の
細
胞
を
酸

化
さ
せ
、
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
細
胞

の
老
化
を
進
行
さ
せ
カ
ラ
ダ
本
来
の
機
能
を
損
な
わ

せ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
こ
で
体
内
で
増
え
す
ぎ
て

し
ま
っ
た
活
性
酸
素
を
減
ら
す
た
め
に
活
躍
す
る
の

が
、
野
菜
の
も
つ
抗
酸
化
物
質
〝
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
〞

で
す
。
野
菜
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
野
菜
自
身

が
生
み
出
し
た
チ
カ
ラ
を
摂
り
い
れ
る
と
い
う
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
野
菜
の
チ
カ
ラ
を
知
れ
ば
、
「
食
べ
な

く
ち
ゃ
！
」
か
ら
、
「
野
菜
の
チ
カ
ラ
を
私
の
カ
ラ

ダ
に
…
」
と
、
野
菜
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
っ
て
き

ま
せ
ん
か
？ 

 

　
５
つ
の
カ
ラ
ー
で
抗

酸
化
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
　 

　
抗
酸
化
物
質
に
は
た
く
さ

ん
の
種
類
が
あ
り
、
活
性
酸

素
と
の
相
性
や
、
カ
ラ
ダ
の

中
で
の
働
き
方
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
こ
れ
ら
多
く
の
種
類

の
抗
酸
化
物
質
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
摂
取
す
る
た
め
に
、
野

菜
の
色
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

β-

カ
ロ
テ
ン
は
オ
レ
ン
ジ
や

黄
色
、
リ
コ
ピ
ン
は
赤
色
、

最
近
、
話
題
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
で
あ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
紫
色
と
い
っ
た
具
合

に
、
そ
の
色
に
よ
っ
て
大
ま
か
に
見
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
「
色
と
り
ど
り
の
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
こ
う
い
っ
た
理
由

が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
彩
り
よ
く
多
く

の
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
も
ま
と
め
て
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

野
菜
の
チ
カ
ラ
を
し
っ
か
り
カ
ラ
ダ
の
チ
カ
ラ
に
変

え
る
一
番
の
方
法
に
な
り
ま
す
。 

 

　昨年夏に開催した出前講座では、市 

民病院で合宿中の医大生にも参加して 

いただき、有意義な講座となりました。 

　
　
　
　
　 

平
戸
市
立
生
月
病
院 

　
　
　
　
　
　 

管
理
栄
養
士
　
田
川
麻
沙
美 

野
菜
に
秘
め
ら
れ
た
抗
酸
化
作
用 

（５）　市立病院広報 　 市立病院広報　（８） 

 



21年度糖尿病教室年間予定 第３回糖尿病教室開催 

  

　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
四
月
よ
り
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
、

始
ま
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
健
康
は
維
持
で
き
て

い
ま
す
か
？ 

　
さ
て
、
今
回
は
食
事
を
す
る
上
で
気
に
な
る
油
、

脂
肪
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　
脂
肪
摂
取
の
考
え
方 

　
脂
肪
は
植
物
性
の
脂
肪
と
動
物
性
の
脂
肪
に
大 

き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な

違
い
は
植
物
性
脂
肪
に
は
不
飽
和
脂
肪
酸
が
含
ま

れ
て
お
り
、
動
物
性
脂
肪
に
は
飽
和
脂
肪
酸
で
あ

る
こ
と
で
す
。
飽
和
脂
肪
酸
と
不
飽
和
脂
肪
酸
の

カ
ロ
リ
ー
は
同
じ
で
す
が
、
不
飽
和
脂
肪
酸
は
動

脈
硬
化
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
不
飽

和
脂
肪
酸
は
酸
化
し
や
す
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、
動
物
性
脂
肪
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
細
胞
膜
、

性
ホ
ル
モ
ン
の
材
料
、
胆
汁
の
原
料
に
な
る
大
切

な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
口
か
ら
入
っ
て

こ
な
い
場
合
は
、
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
完

全
な
菜
食
主
義
者
で
は
、
た
ま
に
は
肉
や
卵
な
ど

の
動
物
性
食
品
を
た
べ
な
い
と
細
胞
膜
が
形
成
さ

れ
ず
に
脳
出
血
に
な
る
人
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
し
か
し
、
多
す
ぎ
る
と
太
っ
た
り
し
て
動
脈
硬

化
な
ど
の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
植
物
性
脂

肪
と
動
物
性
脂
肪
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
取
す
る
と

い
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。
※
魚
由
来
の
脂
肪
は
動

物
性
脂
肪
で
は
あ
り
ま
す
が
、
不
飽
和
脂
肪
酸
を

多
く
含
む
と
い
う
こ
と
で
、
成
分
的
に
は
植
物
性

脂
肪
に
相
当
し
ま
す
。 

 

　
脂
肪
の
見
分
け
方 

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
改
善
の
重
要
な
ポ
イ
ン 

ト （
飽
和
脂
肪
酸
）
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
と
固
ま
る
油 

脂
肪
の
多
い
肉
、
ベ
ー
コ
ン
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ロ
ー
ス
ハ
ム
、

チ
ー
ズ
、
バ
タ
ー
、
油
で
揚
げ

た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
、
ク
ッ
キ
ー
、
ケ
ー
キ
、

ド
ー
ナ
ッ
ツ
等 

（
不
飽
和
脂
肪
酸
） 

　
　
　
　
　 

冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
固
ま
ら
な
い
油 

大
豆
油
、
菜
種
油
、
ご
ま
油
、

豆
腐
、
味
噌
、
油
揚
げ
、
厚
揚

げ
、
魚
介
類
、
魚
の
卵 

   

　
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
上
げ
る
食
品
は
、
動

物
性
油
脂
（
牛
、
豚
の
脂
身
）
、
乳
脂
肪
、
乳
脂
肪

の
多
い
洋
菓
子
、
鶏
卵
な
ど
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。 

血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
食
品
と
し
て
、

魚
介
類
、
大
豆
製
品
、
サ
ラ
ダ
油
、
野
菜
、
海
藻

が
含
ま
れ
ま
す
。
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
あ
ま

り
か
え
な
い
食
品
は
魚
卵
、
う
な
ぎ
、
い
か
、
た

こ
、
し
し
ゃ
も
、
貝
な
ど
の
魚
介
類
、
和
菓
子
、

低
脂
肪
牛
乳
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。 

　
以
上
の
こ
と
を
是
非
参
考
に
し
、
こ
れ
か
ら
の

食
生
活
に
活
か
し
て
い
た
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

気
に
な
る
油
・
脂
肪
つ
い
て 

　平成20年12月12日　第3回の糖尿病教室を開

催しました。今回は調理実習です。 

　男性7名、女性11名の18名の参加でした。メ

ニューはひじきの炊き込みご飯、ロールキャベツ、

切り干し大根の三杯酢、のっぺい汁の4品です。 

　みなさんより、「自分で作った物が美味しか

った」「何もいうことない、良かった」と好評

でした。素材の味を活かし少ない調味料で体も

心も健康です。 

　糖尿病患者様を対象に行っていますが、生活

習慣病に興味のある方なども是非ご参加ください。 

　次回第4回目は2月の予定です。 

　お問合せは平戸市民病院 

　　　　　　　　外科外来　28-1113まで 

第１回　平成21年６月 

　糖尿病、運動・食事・薬物療法について 

　保健事業について 

第２回　平成21年10月 

　メタボリック症候群について 

　食事療法について 

第３回　平成21年12月 

　調理実習、試食会 

第４回　平成22年２月 

　糖尿病網膜症について、体験コーナ 

以上年4回開催を予定しています。 

 

 

第３回糖尿病教室開催 21年度糖尿病教室年間予定 

恒例のクリスマス会が12月16日開催されました。 

今回もバイオリン、ギター、ハーモニカの演奏、中津良保育園の園児よる舞踊、大塚ヘルシーさ

んのダンス、最後には患者様へファインドールのクリスマスプレゼントもあり、大いに盛り上が

りました。 

クリスマス会開催（平戸市民病院） 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
上
げ
る
食
品
・ 

下
げ
る
食
品 

平
戸
市
民
病
院 

　
管
理
栄
養
士
　
久

家

浩

子 

（９）　市立病院広報 　 市立病院広報　（４） 



平戸市民病院外来診療担当医師 

*「新・急患」担当は午後も外来診療いたします。 

*第１･２･３水曜午後　山下生月病院長 大腸ファイバー（ＣＦ） 

●受付時間：午前の受付は午前11時までにお願いします（午後の診察は午後２時からです。）。       

●急患はいつでも受け付けます。     　　　　　　　　　　　     【平戸市民病院】 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　0950-28-1113      

診　療　科 担当医師 

久　　賀 

月 

診　察 

火 

診　察 

水 

診　察 

木 

診　察 

金 

診　察 眼　　科  

診　療　科 担当医師 

小　　林 

派遣医師 

月 

診　察 

火 

（病棟） 

診　察 
(長崎労災病院)

水 

（病棟） 

診　察 
(折出大島診療所長)

木 

診　察 

金 

診　察 
整形外科  

内視鏡 
包　交 

内視鏡 
包　交 

新・急患新・急患 新・急患 

新・急患新・急患 新・急患 

診　療　科 担当医師 

池　　田 

賀　　来 

飯　　野 

戸　　川 

中　　桶 

武　　岡 
(長崎大学) 

岡 

月 

診　察 

(病棟) 

診　察 

診　察 

(病棟) 

(病棟)

火 

診　察 

診　察 

診　察 

(病棟) 

 

(病棟)

水 

(病棟) 

診　察 

(病棟) 

診　察 

 

 

(病棟)

木 

診　察 

診　察 

 

診　察 

(病棟) 

(病棟) 

(病棟) 

 

 

金 

(病棟) 

(病棟) 

診　察 

診　察 

 

 

(病棟) 

 

 

 

内　　　科 新・急患新・急患 新・急患 

新・急患新・急患 新・急患 

新・急患新・急患 新・急患 

新・急患新・急患 新・急患 

診　療　科 担当医師 

押　　淵 

西　　谷 

西谷（午後） 

月 

診　察 

内視鏡 

手術又は検査(CF)

火 

診　察 

内視鏡 

手術又は検査(CF)

水 

内視鏡 

診　察 

（病棟） 

木 

診　察 

内視鏡 

手術又は検査(CF)

金 

（病棟） 

診　察 

診　察 
（包　交） 

外　　　科 

（平成21年２月１日現在） 

〔都合により変更する場合があります。〕 

医事 

田中　理菜子 

 
たなか 　 りなこ 

薬局 

川渕　康子  

 
かわぶち　やすこ 

年
頭
挨
拶 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
戸
市
立
生
月
病
院
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
下
　
雅
　
巳 

         

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

大
不
況
の
真
っ
最
中
で
あ
り
ま
す
が
、
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
困
難
な
状
況
を
乗

り
切
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。 

　
医
療
や
福
祉
、
保
健
を
取
り
巻
く
状
況
も
厳
し
さ

は
相
変
わ
ら
ず
で
、
一
層
の
経
営
努
力
を
求
め
ら
れ
、

平
戸
市
の
二
つ
の
公
立
病
院
は
経
営
形
態
の
変
更
、

再
編
の
具
体
化
を
も
求
め
ら
れ
る
年
に
な
り
そ
う
で

す
。 

　
両
病
院
は
、
こ
れ
ま
で
、
医
療
、
福
祉
、
保
健
の

連
携
に
基
づ
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
医
療
資
源
の
乏
し
い
二
つ
の
僻
地
に
あ
っ
て

は
、
必
要
に
迫
ら
れ
た
戦
略
で
あ
っ
た
し
、
こ
れ
か

ら
も
継
続
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
改
革
の
痛
み
は
、
ど
ち
ら
か
が
、
ど
ち
ら
か
に
押

し
付
け
る
の
で
は
無
く
、
と
も
に
分
か
ち
合
い
な
が

ら
、
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
何
れ
に
し
て
も
、
地
域
住
民
の
需
要
が
あ
る
限
り
、

必
要
な
医
療
資
源
は
確
保
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
皆
様
の
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

    

　
十
二
月
一
日
か
ら
平
戸
市
民
病
院
医
事
窓
口
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
慣
れ
ず
に
皆
様
に
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

早
く
皆
様
の
名
前
を
覚
え
て
、
笑
顔
よ
く
対
応
で
き

る
様
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

    

　 　
今
年
は
年
女
で
す
。
紐
差
に
住
ん
で
い
ま
す
。 

　
一
月
五
日
か
ら
平
戸
市
民
病
院
の
薬
局
で
勤
務
し

て
い
ま
す
。
薬
局
助
手
は
大
変
な
仕
事
で
す
の
で
一

日
も
早
く
慣
れ
て
少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
お
役
に
立

ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

新
人
紹
介 
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生月病院外来診療医担当表 
（平成21年２月1日現在） 

診　療　科 月 

山下(新) 

田　中 

小　村 

宇　田 

 

小　村 

火 

山　下 

田中(新) 

小　村 

中　本 

 

田　中 

水 

山　下 

田　中 

小村(新) 

宇　田 

 

小　村 

木 

山　下 

田中(新) 

小　村 

中　本 

 

田　中 

金 

山　下 

田　中 

小村(新) 

宇　田 

 

小　村 

内　科 

外　　　科  

検　　　査  

午後外来担当  

（各担当医で対応） 

受付時間　午前８時15分から午前11時まで      
診察時間　午前８時30分から午後５時15分まで      
休　　診　土、日、祝祭日及び12月29日から１月３日      
★平日夜間、休診日の診察は当直医が診察します。      
★急患は時間外でも受付ます。     

［その他特診等］ 

第4週目の火曜日  

第1・3週目の木曜日 

毎月第2火曜日  

毎月第2木曜日  

毎月第2木曜日  

毎週木曜日  

3ヶ月1回(日曜日) 

・青洲会病院　　　　山崎院長    

・生月病院　　　　　中本医師 

・平戸市民病院　　　池田医療監    

・平戸市民病院　　　賀来副院長    

・伊万里市民病院　　松永医師    

・平戸市民病院　　　久賀医師    

・前田眼科(福岡)　　前田院長   

診　療　日（曜日）及　び　担　当　医　師　等 

泌尿器科 

血液内科 

循環器科 

  

眼　　科  

  

 

診療科 

 

年
頭
の
ご
挨
拶 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
戸
市
民
病
院
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押
　
淵
　
　
徹 

         

　
平
成
二
十
一
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆

様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
の
世
界
的
な
、
百
年
に
一
度
の
大
不
況
の

波
は
一
瞬
に
し
て
わ
が
国
に
も
押
し
寄
せ
重
苦
し

い
空
気
の
中
で
年
明
け
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
ご
時
世
で
は
必
ず｢

景
気
回
復
こ
そ
最
優
先

課
題
で
あ
る｣

と
の
掛
け
声
が
幅
を
利
か
せ
社
会

保
障
や
健
康
の
課
題
は
隅
っ
こ
に
追
い
や
ら
れ
、

経
済
優
先
に
眼
が
奪
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
ど

ん
な
時
で
も
健
康
な
心
身
が
有
っ
て
初
め
て
経
済

活
動
も
成
り
立
つ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

平
戸
市
民
病
院
は
市
民
生
活
の
基
礎
を
な
す
健
康

作
り
事
業
の
先
頭
に
た
っ
て
運
営
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
健
康
に
不
安
を
お
持
ち
の
方
々
、
病
気
で
市
民

生
活
に
支
障
を
来
た
し
て
お
ら
れ
る
方
々
、
障
害

を
抱
え
て
社
会
生
活
、
家
庭
生
活
を
満
足
で
き
な

い
方
々
、
ど
う
か
私
た
ち
と
共
に
こ
れ
ら
の
課
題

克
服
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

　
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
特
定
健
診
」
は
こ
れ

ま
で
の
基
本
健
康
診
査
を
初
め
と
す
る
諸
健
康
診

断
の
目
的
で
あ
る｢

病
気
の
早
期
発
見｣

よ
り
も
、

も
う
一
つ
前
段
階
の｢

保
健
指
導
を
受
け
る
必
要

の
あ
る
方
々｣

を
拾
い
出
す
健
診
で
す
。
病
気
の

入
口
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
段
階
の
方
々
＝
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群(

肥
満
に
あ
る
条
件
が
加
わ
る
と

生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
状
態
を
さ
す

用
語)

を
見
つ
け
出
そ
う
と
す
る
健
診
で
し
た
。
平

戸
市
民
病
院
は
併
設
す
る
平
戸
市
保
健
セ
ン
タ
ー

｢

サ
ン
ケ
ア
平
戸｣

と
共
同
で
平
戸
市
医
師
会
の
協

力
を
得
て
こ
の
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
平
戸
市
全
体
の
受
診
率
は
三
十
％
前
後

で
目
標
値
の
四
十
％
に
は
届
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

初
年
度
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
事
業
が
従
来
の
健
診

に
比
べ
て
簡
素
化
さ
れ
市
民
の
皆
様
の
基
本
健
康

診
査
で
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
健
診
へ
の
期
待
か

ら
は
低
水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
物
足
り
な
さ
を
感

じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
四
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未

満
の
方
々
を
対
象
と
し
て
い
て
健
診
受
診
行
動
の

模
範
を
示
し
て
こ
ら
れ
た
七
十
五
歳
以
上
の
方
々

の
牽
引
力
が
発
揮
で
き
な
か
っ
た
こ
と
等
の
要
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
低
調
で
あ
っ
た
要
因
を
さ
ら

に
精
査
し
次
年
度
か
ら
の
事
業
の
改
善
に
役
立
て

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
何
時
の
時
代
も
、
ど
の
よ
う
な
時
勢
で
も
健
康

で
あ
る
こ
と
が
社
会
活
動
の
基
礎
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
今
年
も
市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
先
頭

に
立
っ
て
病
院
運
営
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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4 
5 
6 
7 
8 
9 

10～11 
12 
 

編
　
集
　
後
　
記 

　
二
〇
〇
九
年
の
幕
開
け
を
皆
さ

ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か 

？ 　
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し

た
大
不
況
の
波
は
、
年
を
越
え
て

も
そ
の
勢
い
は
お
さ
ま
ら
ず
、
ま

す
ま
す
厳
し
い
現
実
ば
か
り
で
す

が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
、
戦
後
日
本

人
が
無
く
し
て
し
ま
っ
た
も
の
、

貧
し
く
て
も
支
え
あ
っ
て
生
き
て

い
た
頃
の
思
い
や
り
が
大
切
な
の

で
は
と
考
え
た
り
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
栄
養
士
、
看
護
師
の

皆
さ
ん
に
原
稿
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
先
行
き
不
透
明
な
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
前
向
き
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
後
と
も
平
戸
市
民
病
院
・
生

月
病
院
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

　かつては鳥のインフルエンザが直接ヒトに感染症を起こすこと はないと考え

られていました。しかし、1997年香港でインフルエンザウィルスA/H5N1亜型のヒト感染例が報告さ

れて以来、鳥のインフルエンザウィルスもヒトに重症感染症を引き起すことが認識されました。現時

点では、ヒトへの感染力は弱く、ヒトからヒトへの感染もまれですが、感染・発症した場合は重症肺

炎を起こし死亡率も高くなっています。 

　そして今注目されている理由は、近い将来ヒトへの強い感染力を獲得し、世界的な大流行を起こす

新型ウィルスに変異する可能性が高いからです。2004年1月の段階で鳥インフルエンザウィルスの累

積患者数が数名だったのが2008年9月10日の時点で、世界の累積感染者数387人、うち死亡245人(死

亡率63%)までに増加しています。若年層(10～19歳)の死亡率が高いことが知られています。 

 

　ノロウィルス感染症は、冬の感染症 の大きな疾患のひとつです。接触、空気、

食物で10～100個の生きたウィルスによ り感染してしまいます。主な症状は、吐き気、

下痢、腹痛、発熱などです。一般的には１～2日で治りますがまれに激しい下痢をすることがある

ので、油断は禁物です。このウィルスは、人間の体内で増えるので、糞便の中には多量に出てきま

す。症状が治まっても、１週間ぐらいは便にウィルスが排出されます。少ないウィルス量で感染を

起こし、60℃30分の熱処理でも安定で、症状が治まってもウィルスを排出するので、回りのヒト

に感染させる危険性があります。料理をつくる時は、よく手を洗って、中までしっかり火を通すこ

とが重要です。 

　ノロウィルスの検査は、保険適用にはなっていませんが、検査試薬が開発されており、病院でも

検査可能となっています。 

（１）　第 18 号 平成21年２月１日 市立病院広報　（12） 


